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中
学
校
の
現
状
上
り
 

文

化

村

に

期

待

す

 

方
城
中
学
校
長
 

山
 

本
 

保
 

「
村
政
と
教
育
に
つ
い
て
」
と
の
要
請
で
 

あ
っ
た
が
、
あ
ま
り
に
も
範
囲
が
広
く
て
 

焦
点
が
ボ
ヤ
ケ
て
は
と
思
い
、
ツ
ボ
リ
を
 

か
け
て
私
の
当
面
担
当
し
て
い
る
中
学
校
 

教
育
の
《
乎
曾
通
し
て
私
見
を
開
陳
し
て
本
 

梼
報
育
塵
木
に
村
民
皆
様
の
力
強
い
御
協
 

力
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

一
、
文
化
方
城
村
と
職
務
教
育
 

に
つ
い
て
 

交
ル
爵
邑
し
て
の
基
盤
を
物
質
交
化
と
精
 

神
交
化
の
何
れ
に
求
め
る
か
は
、
量
大
本
 

紙
に
於
で
各
位
よ
り
卓
見
が
述
べ
ら
れ
た
 

の
で
、
敢
て
私
見
を
駄
述
し
て
紙
面
を
徒
 

費
す
る
要
も
あ
る
ま
い
。
 

交
化
村
邑
し
て
名
声
共
に
充
実
し
、
更
に
 

発
展
す
る
た
め
特
に
考
慮
願
い
た
い
の
は
 

村
内
義
務
教
育
三
校
の
問
題
で
あ
る
。
理
 

想
を
目
指
す
村
作
り
の
大
事
業
が
こ
の
面
 

に
於
て
取
残
さ
れ
、
目
的
達
成
の
落
胤
と
 

な
る
こ
と
な
き
よ
う
切
に
祈
念
し
て
止
ま
 

な
い
者
で
あ
る
。
 

私
は
先
す
教
育
的
な
立
場
か
ら
「
産
（
の
幸
 

福
増
進
へ
の
施
策
を
今
村
民
の
方
女
に
要
 

望
し
た
い
。
村
蕪
者
の
教
養
を
高
め
、
 

知
性
に
目
覚
め
た
逗
し
い
実
践
力
を
有
す
 

歪
篠
一
を
育
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
 

文
化
村
と
し
て
の
素
地
は
形
成
さ
れ
、
こ
 

れ
程
優
れ
る
生
産
事
業
は
無
い
と
確
信
す
 

る。 
文
化
村
を
形
成
す
名
基
礎
的
要
件
と
し
て
 

本
村
中
、
小
学
校
の
整
備
充
実
と
学
校
支
 

援
の
体
制
確
立
こ
そ
喫
緊
の
要
務
で
は
あ
 

る
ま
い
か
、
人
は
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
 

環
境
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
学
校
教
育
よ
り
 

社
会
教
育
へ
の
一
貫
的
教
育
営
為
の
た
め
 

に
も
、
先
す
義
務
教
育
の
充
実
を
強
調
し
 

た
い
の
で
あ
る
。
 

ニ
、
中
学
校
数
宵
推
進
の
降
路
 

一
、
道
徳
教
育
の
必
要
性
 

地
域
の
環
境
複
雑
性
と
」
先
「
」
の
実
態
多
 

様
性
（
生
徒
数
一
、
一
（
又
ン
ロ
、
出
身
 

地
三
一
県
、
本
籍
地
三
三
県
に
亘
る
）
 

等
が
影
響
し
て
、
生
徒
の
協
力
性
、
尽
盆
〈
 

物
愛
護
観
念
に
乏
し
く
浮
動
性
が
強
く
、
 

甚
ん
落
着
い
た
感
情
で
地
道
に
学
習
す
る
 

態
度
と
、
学
級
、
学
校
を
愛
し
て
「
本
校
 

独
自
の
横
風
を
樹
立
し
ょ
う
と
す
る
意
懲
 

の
低
調
が
認
め
ら
れ
る
。
本
校
教
育
推
進
 

の
基
盤
と
し
プ
遣
徳
教
育
を
研
究
課
題
と
 

し
て
研
究
実
践
に
努
カ
し
て
い
る
所
以
が
 

此
処
に
あ
る
。
 

一
一
、
具
体
的
実
践
方
策
 

1
道
徳
的
知
見
の
啓
培
 

①
宜
剣
な
る
学
習
ー
基
礎
学
刀
の
向
 

上
と
家
庭
学
習
の
徹
底
 

②
変
ら
ざ
る
道
徳
（
先
験
的
内
容
）
 

と
変
る
道
徳
（
経
験
的
内
容
）
と
 

の
判
断
力
養
成
 

2
道
徳
的
実
践
 

①
礼
艦
正
し
い
」
」
徒
ー
学
校
内
外
の
 

」
」
店
指
導
 

②
光
る
学
校
に
ー
 
掃
学
習
の
徹
底
 

に
よ
り
学
級
、
学
校
愛
の
情
意
油
 

養
と
勤
労
精
神
の
啓
培
実
践
 

⑧
校
風
の
樹
立
ー
職
員
生
徒
の
自
主
 

創
造
と
自
発
活
動
に
よ
る
積
極
的
 

実
践
に
よ
り
健
全
な
る
校
風
の
樹
 

立
 

三
、
道
徳
教
育
推
進
の
隣
路
 

1
学
校
諸
施
設
の
脅
菌
 

①
情
操
教
育
施
設
が
必
要
 

②
視
聴
覚
教
育
施
設
が
必
要
 

⑧
学
校
図
書
館
施
設
が
必
要
 

④
健
康
教
育
醗
収
が
必
要
 

2
社
会
環
境
の
浄
ル
覆
」
進
 

学
校
教
育
が
家
庭
及
び
社
会
に
於
て
 

冷
却
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
村
内
健
 

全
娯
楽
の
育
成
と
青
少
年
指
導
の
強
 

化
と
は
是
非
考
慮
願
い
た
い
問
題
で
 

あ
る
。
 

三
、
一
般
施
設
の
整
備
促
進
に
 

つ
い
て
 

1
正
門
が
ほ
し
い
 

2
講
堂
が
ほ
し
い
 

3
校
舎
の
周
囲
に
煉
瓦
塀
が
ほ
し
い
 

4
特
別
教
室
が
ほ
し
い
 

生
徒
数
の
増
加
に
伴
い
、
理
科
室
、
 

図
画
室
、
工
作
室
、
保
健
室
、
教
具
 

呈
等
の
特
別
教
窒
が
な
く
な
り
た
。
 

実
験
実
習
を
重
視
す
る
中
学
校
教
育
 

崩
壊
の
第
一
歩
、
生
徒
の
坐
力
低
下
 

が
心
配
さ
れ
る
．
 

5
運
動
場
に
外
柵
が
ほ
し
い
 

6
其
の
他
教
材
、
教
具
の
整
備
充
実
、
 

校
舎
運
動
場
の
排
水
施
設
、
校
地
緑
 

化
等
大
。
 

四
、
臓
業
教
育
施
設
の
促
進
に
 

つ
い
て
 

1
職
業
教
育
が
出
来
な
い
国
家
再
建
の
 

基
盤
を
中
学
校
産
業
教
青
に
求
め
て
 

い
る
国
策
と
、
本
村
の
立
地
条
件
と
 

を
照
考
す
る
時
、
本
校
職
業
教
育
施
 

設
の
貧
困
は
寧
ろ
皆
無
の
状
態
と
い
 

っ
て
よ
い
。
 

本
校
教
育
推
進
の
致
命
的
欠
陥
の
一
 

つ
で
あ
る
。
 

五
、
生
徒
数
激
増
に
伴
う
問
題
 

昭
和
三
十
四
在
山
＼
に
は
、
伊
方
小
学
校
児
 

童
数
」
、
一
一
一
六
名
（
五
六
学
級
）
と
な
 

り
、
昭
和
三
十
八
年
度
に
は
中
学
校
生
徒
 

数
二
、
O
三
六
名
（
三
七
学
級
）
と
な
る
 

こ
の
児
童
、
ル
徒
数
を
、
こ
の
校
地
に
収
 

容
す
る
こ
と
を
想
起
し
て
傑
然
た
る
思
い
 

で
あ
る
。
今
か
ら
こ
れ
が
根
本
的
打
】
盟
束
 

樹
立
の
必
要
は
あ
る
ま
い
か
。
 

六
、
私
は
か
く
叫
ぶ
 

子
供
の
た
め
に
楽
し
み
を
求
め
て
、
教
へ
 

子
の
生
長
を
夢
見
つ
、
、
人
が
人
を
育
て
 

る
斯
の
仕
事
に
二
＋
血
皿
年
の
歳
月
を
費
し
 

て
来
た
私
、
正
に
聖
職
な
る
か
な
教
師
道
 

”
強
く
生
き
よ
う
、
正
し
く
生
き
よ
う
、
 

教
へ
子
の
た
め
に
、
我
が
身
以
て
、
斎
戒
 

沫
浴
せ
ん
。
 

聴
て
義
務
教
育
を
受
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
 

吾
が
子
の
た
め
に
、
現
在
就
学
し
て
い
る
 

児
童
生
徒
の
た
め
に
、
絶
対
至
上
の
愛
の
 

対
象
者
た
る
ユ
庄
（
の
た
め
に
親
と
し
て
。
 

出
し
尽
し
て
下
さ
い
、
「
産
ス
の
愛
情
を
 

出
し
尽
し
て
下
さ
い
、
学
校
へ
の
協
力
を
 

然
し
て
ユ
夜
も
、
学
校
も
、
幸
福
に
な
れ
 

る
。
然
し
て
交
化
側
方
城
村
の
基
礎
は
成
 

る
、
村
民
の
皆
様
n
子
供
の
寝
顔
を
見
詰
 

め
て
か
く
決
心
し
て
下
さ
い
。
 

新
し
い
農
業
委
員
会
に
つ
い
て
 

農

地

 係
 

竪
 

道
 

昭
和
二
十
六
年
七
月
一
干
日
に
発
足
し
た
 

農
業
委
員
会
の
委
員
は
、
本
年
七
月
十
九
 

日
で
任
期
満
了
と
な
り
、
新
し
い
農
業
委
．
 

員
会
が
七
月
二
十
日
よ
り
発
足
す
る
事
に
 

な
っ
た
。
農
業
委
員
会
の
選
挙
は
七
月
十
 

大
日
全
国
一
斉
に
執
行
さ
れ
る
事
に
な
り
 

本
村
は
村
条
例
に
よ
り
決
定
し
た
る
選
挙
 

委
員
の
定
数
十
二
名
に
対
し
て
、
所
定
の
 

期
日
迄
に
十
四
名
の
立
候
補
者
の
届
出
が
 

あ
り
、
相
当
激
甚
な
る
選
話
薮
が
予
想
さ
 

れ
ま
し
た
が
、
村
内
に
於
て
無
謀
な
る
競
 

争
を
避
け
る
べ
く
、
立
候
補
者
中
（
新
門
 

）
鈴
木
市
平
、
（
野
添
）
木
村
大
吉
の
両
 

氏
が
自
発
的
に
候
補
者
た
る
事
を
辞
退
さ
 

れ
た
、
め
、
こ
、
に
無
投
票
と
な
り
七
月
 

十
六
日
の
選
毒
奏
に
於
て
左
記
の
諸
氏
が
 

委
員
と
し
て
夫
大
当
選
し
た
．
 

又
、
こ
の
選
挙
の
委
員
の
外
、
規
定
に
基
 

き
村
議
会
よ
り
推
薦
さ
れ
た
る
者
三
名
、
 

農
拠
共
済
両
組
合
よ
り
推
薦
さ
れ
た
る
 

理
事
一
名
計
四
名
が
選
任
委
員
と
し
て
、
 

村
長
よ
り
選
任
さ
れ
た
。
 

以
上
の
通
り
委
員
の
当
選
及
び
選
任
が
確
 

定
し
た
の
で
、
七
月
二
十
日
新
委
員
に
よ
 

る
農
業
委
員
会
が
召
集
さ
れ
、
委
員
の
互
 

選
に
よ
り
農
業
委
員
会
大
長
と
し
て
倉
石
 

清
治
氏
、
副
会
長
と
し
て
荒
木
良
和
氏
、
 

代
表
者
会
議
員
と
し
て
原
田
秀
次
郎
氏
が
 

満
場
一
致
に
よ
り
互
選
さ
れ
、
葱
に
完
全
 

な
る
新
発
足
の
態
勢
は
成
っ
た
。
今
月
よ
 

り
愈
大
農
民
の
代
表
機
関
と
し
て
の
農
業
 

委
員
会
の
事
業
が
推
進
さ
れ
て
行
く
が
、
 

そ
の
主
目
的
た
る
自
作
農
創
設
、
維
持
、
 

土
地
改
良
事
業
或
は
本
年
度
に
課
せ
ら
れ
 

た
る
小
作
料
改
訂
事
業
等
、
数
多
く
山
積
 

さ
れ
て
い
る
に
鑑
み
、
委
員
会
の
責
務
た
 

る
や
実
に
重
大
な
る
も
の
あ
り
、
前
委
員
 

会
に
引
き
続
き
、
新
し
い
委
員
会
の
活
躍
 

が
期
待
さ
れ
る
。
 

農
業
委
員
会
委
員
当
選
者
氏
名
 

職
名
 

離
任
畔
 

氏
 

名
 

会
 

長
 

選
挙
 

倉
石
 
清
治
 

副
会
長
 

選
挙
 

荒
木
 
良
和
 

代
表
者
 

選
任
 

原
田
秀
次
郎
 

委
 

員
 

選
任
 

長
谷
川
 
強
 

ク
 

選
挙
 

仲
谷
 
政

吉

 

ク
 

ク
 

仲
村
 
利
積
 

ク
 

ク
 

鉄
谷
 
忠
雄
 

ク
 

ク
 

香

月

 
正
利
 

ク
 

ク
 

中
山
市
太
郎
 

ク
 

ク
 

白
石
七
太
郎
 

ル
 

ク
 

葛
原
 

清
 

ク
 

選
任
 

早
川
 
光
義
 

ク
 

ク
 

佃
 

民
廠
 

ク
 

選
挙
 

石
僑
 

市
臓
 

ク
 

ク
 

香
月
 
義
朝
 

ク
 

ク
 

久
富
 
数
一
 

ク ク ク 選 ク 選 ク ク ク ク ク 

挙 任 

伊
方
校
舎
新
築
に
つ
い
て
 

皆
 
様
 
へ 
の
 
お
 
願
 
い
 

教
育
長
 

荒
 
木
 
良
 

伊
方
小
学
校
大
舎
新
築
に
つ
い
て
は
、
村
 

執
行
部
村
議
会
は
勿
論
推
進
力
と
な
っ
て
 

お
世
話
を
頂
く
建
築
委
員
各
位
の
不
断
の
 

御
努
力
と
熱
意
に
よ
っ
て
着
大
と
進
一
 

で
あ
る
こ
と
は
御
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。
 

教
育
委
員
会
と
致
し
ま
し
て
は
工
事
期
間
 

和
 

中
に
杷
憂
さ
れ
る
諸
種
の
問
題
に
つ
い
て
 

村
民
の
皆
様
へ
深
い
御
理
解
と
御
協
力
を
 

お
願
い
申
上
る
と
共
に
、
其
の
対
策
を
概
 

ね
次
の
よ
う
に
決
定
致
し
ま
し
た
．
 

旧
校
舎
解
体
に
伴
う
児
童
の
処
置
に
つ
い
 

て
（
起
り
得
る
で
あ
ろ
う
諸
種
の
問
題
を
 

，
●
ト
・
 

，

・
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最
少
限
度
に
喰
止
め
る
に
は
）
こ
の
こ
主
 

に
つ
い
て
は
父
兄
や
其
他
の
方
面
か
ら
意
 

見
が
多
く
教
育
方
式
に
つ
い
て
夫
れ
ノ
、
 

の
立
場
か
ら
強
く
主
張
さ
れ
る
向
も
あ
り
 

ま
し
た
が
、
何
れ
も
一
利
一
害
一
得
一
失
 

が
あ
あ
る
の
で
、
教
育
の
現
場
を
受
持
（
一
 

先
生
方
の
意
見
を
尊
重
し
た
結
果
、
現
在
 

の
圧
縮
授
業
を
行
う
こ
と
に
決
定
致
し
ま
 

し
た
。
 

尚
、
こ
れ
に
つ
い
て
学
力
低
下
を
杷
憂
す
 

る
向
も
あ
り
ま
す
が
、
此
の
点
に
つ
い
て
 

は
学
校
側
も
細
心
の
注
意
を
払
い
、
最
善
 

の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
の
で
、
家
庭
に
 

於
か
れ
て
も
特
別
な
御
協
力
を
お
願
い
し
 

協
力
一
致
万
全
を
期
し
た
い
も
の
と
存
じ
 

ま
す
。
ま
た
保
驚
生
の
問
題
も
ゆ
る
が
 

せ
に
田
来
な
い
問
題
で
あ
り
ま
す
。
 

其
の
他
最
も
大
き
な
問
題
と
し
て
考
へ
て
 

置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
学
校
と
し
て
 

緊
急
事
態
を
如
何
に
し
て
未
然
に
防
止
す
 

る
か
．
で
あ
り
ま
す
。
工
事
に
伴
う
危
険
 

災
害
、
其
の
他
の
事
故
に
就
き
、
各
人
が
 

注
意
す
可
き
は
勿
論
、
既
に
其
の
筋
に
対
 

し
特
別
警
戒
を
要
請
・
し
て
い
）
手
が
、
不
 

測
の
事
態
を
米
然
に
防
止
す
る
よ
う
村
民
 

各
位
の
絶
大
な
る
御
協
力
を
懇
請
敢
し
ま
 

す。 
先
般
駐
在
員
を
煩
し
お
願
い
し
ま
し
た
よ
 

う
に
、
み
だ
り
に
校
所
内
に
立
入
ら
な
い
 

こ
と
、
時
間
外
は
特
に
注
意
し
て
頂
く
こ
 

と
（
工
事
現
場
は
一
定
の
区
域
が
あ
る
の
 

で
注
意
す
る
こ
と
）
等
新
築
落
成
に
至
る
 

ま
で
種
女
御
不
満
も
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
 

す
が
、
此
の
大
事
業
を
円
滑
に
促
進
せ
し
 

む
る
よ
う
村
民
各
位
の
御
支
援
を
お
願
い
 

致
し
ま
す
。
 

伊
方
小
学
校
々
舎
建
築
着
工
 

待
望
久
し
き
伊
方
小
学
校
大
舎
の
建
築
が
 

漸
く
着
工
の
運
び
と
な
っ
た
。
 

請
負
金
額
 

一
、
一
大
〇
、
O
O
O
円
 

坪
 

数
 
四
ム
」
、
六
二
五
坪
 

」雷 

工
 
ー
ハ
月
一
干
一
百
 

竣
 

工
 
十
一
月
五
日
 

請

負

者

 
木
戸
 
勝
広
 

地
上
の
楽
園
を
目
ざ
し
て
 

久
宗
先
生
、
先
日
は
、
御
元
気
で
農
事
に
 

御
精
進
の
御
通
信
を
頂
き
ま
し
て
有
難
度
 

う
御
座
い
ま
し
た
．
 

先
」
」
め
御
講
演
を
聴
い
て
、
工
夫
と
、
実
 

行
と
、
努
力
と
に
依
り
、
埋
れ
が
ち
の
百
 

姓
の
比
渚
に
も
、
幸
福
が
求
め
ら
れ
る
こ
 

と
を
、
は
っ
き
り
う
な
す
く
こ
と
が
出
来
 

ま
し
た
。
然
し
や
っ
て
見
よ
う
と
決
意
し
 

た
こ
と
が
、
兎
角
実
行
の
面
で
に
ぶ
る
も
 

の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
御
端
替
を
頂
い
て
 

是
で
は
な
ら
ぬ
、
実
行
だ
H
実
行
だ
H
と
 

云
う
意
慾
が
湧
然
と
起
て
参
り
ま
し
た
。
 

そ
う
し
た
先
生
の
感
化
力
を
心
か
ら
感
謝
 

申
上
げ
ま
す
．
 

実
を
申
す
と
、
働
い
て
も
、
働
い
て
も
生
 

活
苦
に
追
は
れ
て
い
る
現
在
の
農
民
生
活
 

に
、
先
生
の
言
わ
は
れ
る
余
り
景
（
「
り
を
 

せ
す
、
う
ま
い
も
の
を
食
う
て
、
 
幸
福
 

な
」
」
清
を
す
る
と
言
一
っ
こ
と
が
果
し
て
出
 

来
る
だ
ろ
う
か
。
浪
花
節
や
講
談
師
の
人
 

寄
的
狂
言
で
は
あ
る
ま
い
か
と
言
う
の
が
 

初
め
に
受
け
た
い
つ
わ
ら
な
い
感
、
レ
で
し
 

た． 
先
生
が
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
に
至
る
 

間
、
中
食
時
に
僅
か
三
十
分
余
り
の
休
憩
 

を
さ
れ
た
の
み
で
、
約
＋
蒔
間
半
に
亘
り
 

一
一
百
名
か
ら
の
聴
衆
を
微
動
だ
も
さ
せ
す
 

熱
心
に
傾
聴
さ
せ
ら
れ
た
あ
の
内
容
、
あ
 

の
情
熱
、
．
あ
の
努
力
、
今
更
の
如
く
じ
っ
 

と
し
て
は
居
ら
れ
な
い
気
が
致
し
て
居
り
 

出
チ
。
考
へ
て
見
る
と
私
共
、
百
姓
の
生
 

活
に
は
無
反
省
に
依
る
無
駄
が
余
り
に
も
 

多
い
と
云
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
足
下
に
 

来
襲
し
て
来
た
、
農
村
不
況
の
嵐
に
対
処
 

し
て
、
先
生
の
示
範
さ
れ
つ
、
あ
る
、
立
 

体
農
業
経
営
方
法
の
中
、
其
の
ー
つ
で
も
 

ま
ね
て
、
此
の
荒
波
を
乗
り
切
ろ
う
と
意
 

気
込
ん
で
居
り
ま
す
。
 

私
は
早
速
、
家
敷
内
に
柿
苗
を
数
本
植
込
 

み
ま
し
た
。
椎
茸
の
台
木
を
五
十
本
余
り
 

高
 

津
 

久
 

雄
 

菌
付
を
致
し
ま
し
た
。
養
鶏
も
羽
数
を
増
 

し
ま
し
た
。
池
に
鯉
の
稚
魚
を
放
し
ま
し
 

た
。
食
糧
の
緩
和
で
甘
藷
の
栽
培
を
手
控
 

の
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
飼
料
の
点
に
 

考
へ
、
急
に
栽
培
面
精
を
増
加
致
し
ま
し
 

た
．
自
給
肥
料
の
点
を
考
へ
、
堆
肥
舎
を
 

改
造
し
た
い
と
計
画
致
し
て
居
り
ま
す
．
 

現
在
の
和
牛
を
乳
牛
に
変
更
し
、
栄
養
摂
 

取
の
こ
と
に
も
資
し
た
い
と
考
へ
さ
せ
ら
 

れ
て
居
り
ま
す
。
 

私
共
素
手
百
姓
に
は
、
五
月
の
田
植
は
全
 

く
苦
手
で
、
毎
」
一
 

当
の
苦
労
を
重
ね
て
 

参
り
ま
し
た
が
、
先
生
の
講
演
を
聴
い
て
 

か
ら
気
持
が
非
常
に
明
る
く
、
六
反
歩
余
 

の
耕
作
も
本
年
は
、
勤
務
片
手
に
人
手
も
 

借
り
す
、
家
族
だ
け
で
、
順
序
よ
く
準
備
 

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
農
村
役
場
に
勤
め
 

る
職
員
の
一
人
と
し
て
、
立
体
農
業
経
営
 

の
ま
ね
か
た
だ
け
で
も
実
行
出
来
れ
ば
、
 

農
村
の
人
た
に
対
す
る
需
、
面
目
あ
り
 

と
愚
考
」
、
」
れ
て
居
り
ま
す
。
毎
日
の
張
り
 

切
っ
た
役
場
勤
務
と
家
庭
に
於
け
る
労
働
 

の
中
に
、
微
笑
み
に
満
ち
た
幸
福
感
に
浸
 

っ
て
居
り
ま
す
。
 

終
戦
後
の
苦
境
の
中
に
於
て
、
一
番
強
く
 

印
象
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
人
た
よ
り
で
 

は
断
じ
て
苦
境
の
打
開
は
出
来
ぬ
、
自
分
 

以
外
に
自
分
の
頼
み
と
す
る
も
の
は
な
い
 

自
分
を
救
う
も
の
は
、
自
分
自
身
だ
と
云
 

う
こ
と
で
し
た
。
私
は
現
在
恵
ま
れ
た
健
 

康
と
、
み
ち
ノ
、
た
幸
福
感
で
、
元
気
一
 

杯
勤
務
に
精
励
致
し
て
居
り
ま
す
。
そ
れ
 

と
同
時
に
、
叉
一
個
の
農
夫
と
し
て
も
、
 

家
族
と
共
に
農
遺
に
精
進
を
続
け
ー
 

り
 

ま
す
。
先
生
の
直
弟
子
と
ま
で
は
行
か
す
 

と
も
、
叉
弟
子
位
に
は
是
非
な
り
た
い
も
 

の
と
念
願
致
し
て
居
り
ま
す
。
切
に
今
後
 

の
御
指
導
と
御
鞭
畿
を
お
願
い
申
し
上
げ
 

て
や
み
ま
せ
ん
。
終
り
に
先
生
の
御
健
康
 

と
、
御
多
幸
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
 

国
民
健
康
保
険
の
 

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
（
 

保
 

険
 

係
 

葛

 

国
民
健
康
保
険
（
以
下
国
保
と
い
う
）
の
 

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
。
昭
 

和
二
十
八
年
度
の
保
険
税
は
如
何
に
使
は
 

れ
た
で
し
ょ
う
か
。
 

国
保
開
始
当
初
は
、
色
大
な
障
害
の
た
め
 

皆
さ
ん
に
お
迷
惑
ば
か
り
お
か
け
し
て
居
 

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
国
保
に
対
す
る
お
 

理
解
と
、
お
協
力
に
よ
り
お
互
の
負
担
（
 

保
険
税
）
に
よ
っ
て
、
お
互
の
不
幸
を
克
 

服
す
る
本
事
業
の
成
果
が
日
毎
に
挙
げ
ら
 

れ
て
居
る
事
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
と
 

共
に
お
同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
。
 

而
し
、
現
在
の
事
業
運
営
に
至
る
ま
で
に
 

は
、
昭
和
士
」
年
に
国
保
制
度
の
施
一
 

来
幾
多
の
変
潔
蔭
智
を
経
て
、
本
事
業
の
 

社
会
的
重
要
性
を
自
覚
し
、
住
民
の
福
祉
 

を
守
る
た
め
、
本
事
業
を
継
続
叉
は
再
開
 

し
て
来
た
幾
多
の
先
輩
諸
兄
が
、
あ
ら
ゆ
 

る
障
害
を
打
開
し
て
、
泣
き
な
が
ら
歩
ん
 

で
来
た
国
保
の
途
上
に
は
、
券
タ
の
い
た
 

ノ
、
し
い
足
蹟
が
点
大
と
し
て
残
さ
れ
て
 

居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

斯
く
し
て
昭
和
ニ
T
八
年
に
は
国
保
施
行
 

十
五
周
年
を
迎
え
る
と
共
に
、
国
庫
補
助
 

金
の
大
巾
な
増
額
に
よ
り
、
各
保
険
者
（
 

市
町
村
）
多
年
の
要
望
だ
っ
た
其
の
一
端
 

が
実
現
し
た
事
は
、
我
国
の
社
会
保
障
制
 

度
に
と
り
画
期
的
な
進
歩
で
あ
り
ま
す
。
 

然
し
乍
ら
本
事
業
は
国
や
県
の
助
成
が
実
 

現
し
た
か
ら
と
て
、
決
し
て
こ
れ
で
〉
一
 

り
た
と
は
申
さ
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
 

今
後
、
本
制
度
の
円
滑
な
る
発
展
を
図
る
 

為
に
は
、
種
大
改
善
す
べ
き
点
が
多
た
累
 

積
し
て
居
る
と
思
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
 

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
達
が
、
よ
り
本
事
業
 

に
対
す
る
深
い
お
理
解
と
お
協
力
に
よ
り
 

微
力
乍
ら
吾
大
も
尚
一
層
努
力
し
、
最
善
 

険
者
の
皆
さ
ん
達
が
希
望
す
る
所
の
、
社
 

会
保
障
制
度
の
基
礎
た
る
真
の
国
保
事
業
 

と
し
て
飛
躍
的
な
発
展
を
皆
さ
ん
と
共
に
 

希
っ
て
巳
ま
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
．
 

原

 

尚
昭
和
二
十
八
年
度
に
於
け
る
本
村
国
保
 

．
事
業
の
実
績
を
次
の
通
り
お
報
告
申
し
上
 

の
研
究
を
傾
注
し
て
、
一
日
も
早
く
被
保
 

昭和28年度方城村国民健康保険事業状況 （A ) 
披保険者世帯数（平均) 839 世帯 保険税収納額 1 . 1 0 3. 7 1 0 円 

被保険者数（ ii ) 4.146 人 保険税収納率 97 % 

保険税調定額 1 . 1 4 1 . 3 4 0 円 被保険受診率 126%（被保険者1人が年1.26回受診） 

昭和28年度方城村国民健康保険保険給付状況 （B ) 

種 別 
診
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注、ー点当り単価 10円50議。但し国立療養所9円20銭0 国立病院 10円35銭。 
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住
民
登
録
の
励
行
に
つ
い
て
 

戸
 

籍
 

係
 

皆
さ
ん
、
住
民
登
録
制
度
が
施
行
さ
れ
て
 

か
ら
二
周
年
に
な
り
ま
す
。
住
民
登
録
と
 

い
う
制
度
は
皆
さ
ん
も
す
で
に
御
承
知
の
 

と
お
り
、
市
町
村
の
住
民
た
る
資
格
を
持
 

っ
て
い
る
者
を
住
器
永
に
載
せ
て
明
確
に
 

し
て
お
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
一
 

昨
年
七
月
こ
の
制
度
が
施
行
の
際
登
録
に
 

洩
れ
て
い
る
人
は
、
今
か
ら
で
も
届
出
で
 

下
さ
い
。
 

ま
た
、
登
録
し
て
い
る
人
で
も
、
住
所
が
 

変
る
た
び
毎
に
届
出
を
す
る
義
務
が
あ
り
 

ま
す
．
私
た
ち
は
そ
れ
を
す
る
こ
と
に
よ
 

っ
て
万
城
村
民
と
し
て
の
権
利
を
主
張
す
 

る
こ
と
が
畠
来
る
の
で
す
。
住
民
登
録
制
 

度
は
住
民
と
し
て
の
資
格
を
証
朋
す
る
制
 

度
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
皆
さ
ん
方
は
、
 

選
挙
や
、
入
学
や
、
主
食
の
配
給
や
居
住
 

佐凡昼報制皮‘中八→とした市町甘行Jえ剥発裏 

証
明
等
い
ろ
い
ろ
行
政
上
の
特
権
を
受
け
 

る
こ
と
が
で
き
、
日
常
」
譜
の
面
に
お
い
 

て
も
非
常
な
便
益
が
あ
る
わ
け
で
す
。
又
 

こ
の
制
度
は
皆
さ
ん
が
引
越
を
し
た
と
か
 

世
帯
主
が
変
っ
た
と
か
、
同
居
人
に
異
動
 

が
あ
っ
た
場
合
と
か
は
そ
の
都
度
十
四
日
 

以
内
に
役
場
え
届
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
 

せ
ん
。
も
し
、
届
出
を
怠
た
る
と
法
の
定
 

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
五
百
円
以
下
の
科
 

料
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
 

呉
れ
ノ
、
も
注
意
し
て
下
さ
い
．
盤
ぞ
 

は
こ
の
た
め
届
書
は
い
つ
も
窓
ロ
に
用
意
 

し
て
あ
り
ま
す
。
又
住
民
票
の
閲
覧
や
、
 

謄
本
、
抄
本
等
の
交
付
も
簡
単
に
受
け
ら
 

れ
、
そ
の
謄
・
抄
本
は
、
 
戸
籍
の
謄
・
 

抄
本
の
代
用
と
し
て
用
い
る
事
が
出
来
ま
 

す。 

皆
さ
ん
ー
・
引
越
の
場
合
や
、
新
世
帯
を
作
 

っ
た
場
合
は
、
転
入
、
転
居
、
転
出
の
届
 

魯
を
忘
れ
な
い
よ
っ
注
意
し
ま
し
さ
つ
．
 

又
世
帯
主
が
転
比
そ
の
他
で
変
っ
た
場
合
 

は
、
世
帯
王
変
更
の
届
田
を
直
ぐ
致
し
ま
 

し
ょ
う
。
皆
さ
ん
が
日
本
国
民
と
し
て
公
 

証
さ
れ
る
の
些
月
籍
で
あ
り
ま
す
。
 

然
し
戸
籍
は
あ
っ
て
も
住
民
と
し
て
の
登
 

録
が
な
け
れ
ば
、
住
民
と
し
て
の
公
証
が
 

出
来
ま
せ
ん
の
で
、
種
大
の
受
益
権
が
無
 

効
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

登
録
は
厳
正
に
H
】 

登
録
は
義
務
だ
、
自
覚
だ
、
責
任
だ
、
 

登
録
を
済
ま
し
て
朋
る
い
、
お
ら
が
村
 

公
民
舘
だ
よ
り
 

！
、
上
携
城
分
舘
（
四
月
一
日
）
 

田
川
教
育
出
張
所
坂
本
先
生
を
講
師
に
 

本
館
よ
り
高
津
副
館
長
、
荒
木
教
育
長
 

出
席
の
も
と
に
、
婦
人
の
数
養
向
上
を
 

図
る
講
演
会
と
支
部
総
会
を
挙
行
会
 

す
る
も
の
七
〇
名
、
盛
会
を
極
め
た
。
 

一
、
青
年
学
級
女
子
技
芸
塾
入
 

熟
式
（
四
月
十
日
）
 

修
養
と
技
能
に
取
り
組
ま
ん
と
す
る
た
 

く
ま
し
い
意
欲
に
燃
え
る
若
き
女
性
五
 

O
名
が
、
特
設
教
室
に
於
い
て
厳
粛
の
 

中
に
な
こ
や
か
な
入
塾
式
が
行
は
れ
た
 

【
、
丸
山
分
舘
（
四
月
十
六
日
）
 

百
聞
一
見
に
如
す
を
、
身
を
以
っ
て
実
 

践
、
同
館
の
婦
人
部
が
教
養
修
得
の
た
 

め
、
下
関
、
小
倉
近
郊
の
文
化
施
設
や
 

産
業
経
済
の
実
際
を
研
修
し
た
。
 

一、 

婦
人
学
級
（
四
月
一
一
十
四
日
）
 

婦
人
の
教
養
向
上
を
図
り
、
生
宿
改
善
 

を
目
途
に
、
地
区
婦
人
学
級
が
開
設
さ
 

れ
た
。
 

一
、
分
舘
長
会
議
 
（
四
月
三
十
日
）
 

本
館
に
於
い
て
館
長
、
副
館
長
、
各
分
 

館
長
州
席
、
公
民
館
が
現
在
の
社
会
情
 

勢
に
当
面
し
た
幾
多
の
問
題
解
決
の
た
 

め
の
運
営
目
標
等
に
熱
心
な
る
意
見
の
 

変
換
が
あ
る
、
多
大
の
収
穫
を
得
た
。
 

一、 

新
門
分
舘
（
五
月
穴
日
）
 

花
を
愛
す
る
人
の
心
は
美
し
い
、
又
他
 

の
人
大
の
心
ま
で
美
化
す
る
も
の
で
あ
 

る
。
当
館
に
於
い
て
同
好
の
万
A
に
よ
 

り
生
花
の
会
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
展
示
 

会
が
開
催
さ
れ
た
。
 

一
、
青
年
団
研
究
集
会
 

（
五
月
十
四
日
）
 

村
青
年
団
の
今
後
の
活
動
指
針
把
握
の
 

た
め
、
そ
の
研
究
集
会
が
上
野
定
祥
寺
 

に
於
い
て
行
は
れ
た
。
 

《
、
畳
醒
剛
の
防
止
判
策
講
演
 

会
（
五
月
十
五
日
）
 

青
少
年
を
ヒ
ロ
ボ
ン
の
害
毒
よ
り
守
b
 

た
め
、
そ
の
講
演
会
が
地
区
分
館
に
於
 

い
て
行
は
れ
た
。
 

！
、
犬
星
分
舘
（
五
月
ニ
十
日
）
 

田
川
教
育
出
張
所
松
本
先
生
を
講
師
に
 

館
長
川
席
の
も
と
に
地
区
分
館
長
及
分
 

館
員
一
〇
〇
名
が
参
集
、
公
民
館
の
運
 

営
に
つ
い
て
研
究
会
が
行
は
れ
た
。
 

各
自
の
熱
心
な
る
態
度
と
時
間
励
行
が
 

徹
辱
レ
て
い
た
事
は
、
分
館
発
展
に
力
 

強
い
も
の
を
感
じ
た
。
 

一
、
分
舘
観
察
果
村
（
六
月
十
日
）
 

宮
田
町
よ
り
三
十
一
名
来
村
、
犬
星
分
 

館
の
運
営
其
の
他
に
つ
い
て
見
学
、
分
 

館
長
桑
鐘
」
？
生
よ
り
説
朋
が
あ
り
、
方
 

城
村
の
古
代
歴
史
に
及
ぶ
や
、
意
義
あ
 

る
な
か
に
も
な
こ
や
か
な
雰
囲
気
に
つ
 

、
ま
れ
た
。
 

一
、
草
場
分
舘
落
成
式
 

（
六
月
十
三
日
）
 

社
会
教
育
実
践
の
旺
盛
な
る
意
欲
結
集
 

に
よ
り
、
そ
の
修
養
の
場
が
落
成
し
た
 

建
設
も
至
難
で
あ
る
が
、
そ
の
運
営
と
 

活
動
は
よ
り
至
難
と
い
え
る
、
仏
作
っ
 

て
魂
い
れ
す
に
な
ら
な
い
様
に
地
区
の
 

方
大
の
活
発
な
る
御
努
力
が
期
待
さ
れ
 

る． 
一
、
八
幡
町
後
谷
上
分
舘
B
 

（
六
月
士
一
百
）
 

伊
方
校
大
庭
に
於
い
て
両
分
館
員
の
和
 

協
ン
体
育
の
向
上
を
目
的
と
し
て
野
球
 

試
合
が
行
は
れ
た
。
 

一
、
立
体
農
業
化
の
実
地
学
習
 

ユ
ハ
月
二
士
I百
） 

青
年
学
級
の
実
地
講
習
と
し
て
長
浦
の
 

学
級
生
が
岡
山
県
の
久
』
震
場
に
於
い
 

て
一
週
問
の
講
習
を
受
け
た
。
そ
の
成
 

果
の
発
表
を
計
画
し
て
い
る
。
 

一
、
人
機
購
演
会
（
七
月
十
日
）
 

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
共
催
に
よ
り
 

金
田
小
学
校
大
堂
に
於
い
て
私
達
に
与
 

え
ら
れ
た
人
権
の
大
切
な
内
容
に
つ
い
 

て
九
大
教
授
小
林
栄
三
郎
先
生
の
講
演
 

が
あ
り
、
当
村
よ
り
多
数
の
畠
席
を
得
 

て
盛
会
に
行
は
れ
た
。
 

一
、
婦
人
学
級
本
舘
講
習
会
 

（
七
月
十
五
日
）
 

家
庭
生
盾
を
明
る
く
楽
し
い
も
の
に
す
 

‘
る
た
め
、
糠
漬
の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
 

た
。
講
師
と
し
て
農
業
改
良
普
及
事
務
 

所
長
植
木
先
生
を
招
き
、
参
加
者
一
六
 

〇
名
、
盛
会
を
極
め
、
生
結
改
善
の
良
 

き
一
日
を
す
こ
し
た
。
 

一
帰
米
報
告
一
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i
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」
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i

i

i

i

i

、
 

其の二 

芦

馬

虎

雄

 

早
い
も
の
で
帰
朝
以
来
五
ケ
月
に
垂
大
と
 

し
百
「
り
ま
す
が
、
私
の
終
生
忘
れ
る
事
 

の
出
来
ぬ
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
皇
太
子
 

様
ン
御
一
緒
で
あ
っ
た
事
で
、
昨
年
の
111 

月
」
干
日
横
浜
の
公
園
の
桜
も
特
に
開
か
 

ん
と
す
る
絶
好
の
季
節
、
我
大
一
同
四
十
 

八
名
の
心
中
は
い
や
が
上
に
も
感
激
に
波
 

打
ち
、
恰
も
自
分
が
プ
リ
ン
ス
（
皇
太
子
 

）
に
な
っ
た
様
な
気
持
で
一
一
万
ト
ン
の
プ
 

レ
ゼ
ン
ト
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
号
の
船
上
の
人
 

と
な
っ
た
。
二
百
数
隻
の
大
小
の
船
の
波
 

に
送
ら
れ
る
胸
中
や
正
に
壮
な
る
も
の
が
 

あ
り
ま
し
た
。
 

然
し
一
肇
潮
に
乗
れ
ば
、
流
石
巨
船
も
 

左
右
に
揺
れ
て
、
若
干
の
者
は
顔
色
な
く
 

三
等
の
ギ
シ
ノ
、
鳴
る
ベ
ッ
ト
に
身
を
横
 

え
て
、
去
来
す
る
も
の
は
未
知
の
世
界
え
 

の
憧
慢
と
、
 
使
命
敢
徹
の
意
気
で
至
る
 

処
に
若
人
の
議
論
が
闘
わ
れ
て
い
る
。
中
 

で
も
四
国
、
九
州
勢
は
天
を
衝
く
の
概
あ
 

り
、
早
稲
田
大
坐
卒
の
K
君
も
、
学
歴
を
 

持
た
な
い
吾
大
も
、
大
差
な
く
実
力
と
実
 

力
の
相
打
つ
社
会
だ
。
 

四
月
一
日
船
酔
気
嫌
の
私
は
、
皇
太
子
が
 

来
た
点
』
3
の
で
ハ
ネ
起
き
て
甲
板
に
上
 

る
。
も
う
九
州
勢
の
一
同
例
の
炭
坑
節
を
 

踊
り
始
め
た
。
皇
太
子
は
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
 

非
常
に
嬉
し
そ
う
だ
。
バ
レ
ー
ボ
1
ル
の
 

. 



」
 

報
 

時
 

舘
 

民
 

公
 

村
 

城
 

方
 

ー

 ,
 

8
 

、
 

4
. 

にJ aJ ー
 

一
団
の
稽
古
も
や
っ
て
い
る
。
 

見
て
い
る
中
に
、
殿
下
の
頭
に
ボ
1
ル
が
 

ポ
ン
と
命
中
、
ト
タ
ン
に
一
同
ハ
ッ
と
な
 

っ
た
が
殿
下
は
ニ
ヤ
リ
、
此
処
で
写
真
ギ
 

撮
る
の
に
一
心
に
な
っ
て
い
た
私
の
為
に
 

前
に
田
て
ポ
1
ズ
を
と
っ
て
呉
れ
た
。
 

船
の
中
の
」
出
盾
は
只
無
闇
に
寝
て
い
る
の
 

と
船
酔
で
大
概
の
人
が
物
事
を
す
る
気
力
 

を
失
っ
て
了
う
。
但
し
頭
で
考
え
る
事
も
 

若
干
ニ
プ
っ
て
来
る
が
議
論
は
尽
き
な
い
 

、
私
に
取
っ
て
わ
萎
叩
の
出
来
な
か
っ
た
事
 

が
何
よ
り
の
苦
痛
で
あ
っ
た
。
上
陸
し
た
 

ら
先
づ
失
敗
が
続
く
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
 

只
そ
れ
が
心
配
で
耐
え
ら
れ
な
い
。
グ
ッ
 

ト
モ
1
ー
ン
グ
位
は
知
っ
て
い
る
が
、
一
 

週
間
位
の
遠
成
教
育
で
は
、
会
社
に
お
い
 

て
は
未
だ
ノ
、
遠
い
話
で
英
語
が
頭
の
中
 

か
ら
消
え
す
、
勉
強
し
ょ
う
に
も
船
酔
で
 

日
誌
を
書
く
の
が
漸
く
と
言
う
と
こ
ろ
だ
 

っ
た
。
 

日
記
に
わ
短
歌
や
詩
が
続
き
単
調
な
船
の
 

牛
活
に
飽
き
て
来
た
。
 

食
事
も
素
晴
ら
し
い
も
の
許
り
で
、
最
初
 

か
ら
飽
和
状
態
だ
、
甘
党
の
私
は
甘
納
豆
 

を
一
‘
耳
目
買
い
込
ん
で
乗
船
し
た
が
、
半
 

月
振
り
サ
ン
フ
ラ
ン
ツ
ス
コ
に
着
く
頃
漸
 

く
終
っ
た
。
物
量
の
国
の
偉
大
さ
を
泌
み
 

ノ
、
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 

四
月
六
日
、
七
日
目
に
し
て
ハ
ワ
イ
の
島
 

を
見
る
、
一
同
「
産
（
の
様
に
賑
う
中
に
ア
 

ロ
ハ
1
の
塔
が
見
え
る
、
緑
し
た
、
る
熱
 

帯
樹
の
林
、
パ
1
ル
ハ
1
バ
を
左
に
見
な
 

が
ら
ス
コ
ー
ル
の
後
の
ホ
ノ
ル
、
港
に
入
 

る
、
皇
太
「
T
を
迎
え
る
数
万
の
日
本
人
中
 

に
は
二
、
三
世
の
「
「
供
の
振
袖
姿
が
三
十
 

余
名
見
え
る
。
 

カ
ナ
カ
娘
の
2
子
ン
ス
も
珍
ら
し
く
、
 

コ
、
ヤ
シ
の
あ
る
港
に
上
陸
し
、
日
焼
け
 

し
た
日
本
人
の
多
数
の
人
大
に
迎
え
ら
れ
 

た
時
は
何
と
も
言
え
な
い
気
持
だ
。
 

ハ
ワ
イ
の
印
象
は
先
づ
土
人
の
売
っ
て
い
 

る
花
輪
、
清
潔
な
衝
、
日
本
人
の
多
い
事
 

等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
何
と
言
っ
て
も
自
 

動
車
の
多
い
事
だ
ろ
う
。
大
体
ア
メ
リ
カ
 

に
わ
三
人
に
一
台
の
割
に
自
動
車
を
持
っ
 

て
い
る
。
カ
ル
ホ
ル
ニ
ヤ
州
で
わ
二
人
に
 

一
台
と
か
教
っ
た
。
然
し
現
実
に
見
る
世
 

界
は
亦
別
だ
、
街
を
歩
い
て
い
る
人
影
を
 

見
な
い
、
ま
る
で
自
動
車
の
波
で
あ
る
．
 

パ
リ
1
の
断
注
と
言
う
非
常
に
景
色
の
良
 

い
処
を
案
内
さ
れ
た
が
そ
の
帰
り
に
行
き
 

奪
フ
自
動
車
の
数
を
算
え
た
ら
、
十
五
分
 

間
位
に
八
百
十
五
台
を
算
え
吃
驚
し
た
、
 

種
女
話
を
聞
く
と
日
本
人
約
三
十
二
万
人
 

政
治
経
済
を
牛
耳
っ
て
い
る
と
か
、
大
し
 

た
も
の
で
今
次
大
戦
中
で
も
ハ
ワ
イ
の
日
 

本
人
に
は
何
も
す
る
事
も
出
来
な
か
っ
た
 

と
聞
き
、
邦
人
の
努
力
に
心
か
ら
頭
が
下
 

っ
た
。
 

奇
麗
な
街
と
す
る
為
に
、
絶
対
に
薪
を
炊
 

か
せ
な
い
程
で
、
堤
り
ー
つ
立
た
な
い
、
 

パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
工
場
並
に
農
場
砂
糖
工
 

場
等
見
学
、
そ
の
素
晴
し
さ
に
驚
か
さ
れ
 

た
。
猶
日
本
人
の
人
女
の
親
切
さ
わ
忘
れ
 

る
事
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
り
、
種
大
の
 

想
川
を
胸
中
に
、
再
び
ア
ロ
ハ
1
の
声
に
 

送
ら
れ
て
】
路
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
向
 

り
た
。
 

四
月
十
一
日
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
港
外
 

に
至
る
、
期
待
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
わ
枯
れ
 

草
の
ハ
ゲ
山
の
肌
が
見
ゆ
る
の
み
無
一
物
 

の
腹
か
ら
苦
胃
液
が
出
て
2
フ
ノ
、
、
の
眼
 

に
映
じ
た
、
現
地
に
一
瞬
の
失
望
を
感
じ
 

た
が
、
聴
て
雄
大
な
金
門
橋
を
抜
け
、
右
 

方
に
櫛
比
す
る
港
や
、
高
層
建
築
の
街
を
 

見
た
時
、
世
界
文
化
の
粋
を
以
っ
て
任
す
 

る
ア
メ
リ
カ
社
会
の
一
端
を
窺
知
し
得
て
 

人
力
の
偉
大
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
 

金
門
橋
は
吊
橋
で
、
長
さ
一
里
以
上
吊
り
 

て
い
る
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
直
径
一
米
三
十
 

糎
余
と
聞
き
、
そ
の
美
し
さ
と
共
に
、
旅
 

す
る
人
の
等
し
く
驚
倒
さ
せ
る
も
の
で
あ
 

る
。
そ
れ
よ
り
第
二
の
吊
橋
を
抜
け
る
こ
 

れ
が
ベ
イ
ブ
リ
ッ
チ
で
長
さ
約
三
里
弱
一
一
 

段
で
、
上
段
は
乗
用
車
六
台
並
ん
で
走
れ
 

る
し
、
下
段
は
電
車
、
バ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
 

が
走
っ
て
居
る
。
常
に
橋
上
に
平
均
二
千
 

台
の
車
が
走
っ
て
い
る
と
聞
け
ば
耳
を
疑
 

う
様
だ
。
 

邦
人
の
多
数
に
向
え
ら
れ
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
 

ン
に
行
き
、
遠
東
楼
で
盛
大
な
歓
迎
会
を
 

受
け
、
種
大
の
実
状
を
聞
く
、
只
珍
し
く
 

眼
を
見
張
る
も
の
ば
か
り
だ
。
 

私
の
お
世
話
に
な
る
農
場
は
高
知
県
の
日
 

本
人
農
家
で
英
語
の
判
ら
な
い
私
に
は
最
 

適
だ
っ
た
、
一
行
は
八
時
（
夜
）
に
解
散
 

‘
し
て
、
阜
遠
夜
の
飛
行
機
で
南
加
ロ
ス
ア
 

ン
ゼ
ル
ス
に
飛
ん
で
行
く
者
も
あ
り
、
私
 

も
自
動
車
で
五
十
里
余
の
ス
タ
ッ
ク
ト
ン
 

市
え
向
っ
た
。
早
く
動
か
な
い
ベ
ッ
ト
に
 

寝
た
い
、
只
そ
れ
だ
け
で
外
に
考
え
る
余
 

裕
は
無
い
。
自
動
車
は
無
闇
に
早
い
、
大
 

体
時
速
七
〇
キ
ロ
か
ら
百
四
O
キ
ロ
位
だ
 

と
聞
い
て
驚
か
さ
れ
る
。
行
き
交
う
自
動
 

車
が
恐
し
く
矢
の
様
だ
と
は
此
の
事
で
あ
 

る
っ
。
 

そ
の
為
変
通
事
故
で
死
ぬ
人
は
、
朝
鮮
戦
 

線
で
戦
死
す
る
よ
り
多
い
立
昌
う
。
建
国
 

祭
と
日
曜
が
続
い
た
時
、
今
迄
の
最
低
記
 

録
と
称
し
て
こ
の
問
に
三
百
六
十
余
名
が
 

交
通
事
故
で
死
ん
だ
と
新
聞
に
報
ぜ
ら
れ
 

た。 
シ
ス
コ
よ
り
僅
か
一
蒔
間
で
ス
タ
ッ
ク
ト
 

ン
市
（
人
口
十
万
）
に
着
く
、
日
本
人
の
 

ホ
テ
ル
に
一
泊
、
ア
メ
リ
カ
第
一
夜
を
ダ
 

ブ
ル
ベ
ッ
ト
に
一
人
緊
張
の
融
け
ぬ
ま
、
 

に
寝
に
着
く
、
横
浜
以
来
十
四
日
目
、
今
 

日
か
ら
何
ん
な
牛
居
に
入
る
か
正
に
暗
中
 

模
索
だ
。
空
恐
し
い
様
な
気
持
ち
で
明
日
 

か
ら
の
」
」
浩
を
夢
見
つ
、
。
 

神
話
に
表
は
れ
た
造
林
の
元
租
（
葛
原
）
 

わ
が
国
の
有
史
以
前
、
日
本
全
土
は
高
山
 

の
頂
上
を
除
き
殆
ん
ど
全
部
が
森
林
だ
っ
 

た
様
で
、
ア
イ
ヌ
族
は
そ
の
中
に
住
ん
で
 

漁
揚
や
狩
を
し
て
は
く
ら
し
、
わ
す
か
な
 

が
ら
耕
地
を
耕
し
て
は
4
」
清
し
て
い
た
の
 

で
す
。
そ
こ
え
す
ぐ
れ
た
豊
業
井
樽
術
を
持
 

っ
た
、
い
は
ゆ
る
大
和
民
族
が
移
住
し
て
 

来
て
森
林
を
切
り
拓
き
耕
地
を
作
り
、
稲
 

や
麦
、
粟
等
を
植
え
て
定
着
し
た
農
業
経
 

営
を
始
め
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
平
地
に
 

あ
る
森
林
は
次
第
に
拓
ら
か
れ
て
農
地
に
 

代
っ
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
．
 

西
暦
紀
元
頃
に
な
る
と
大
和
の
国
を
中
心
 

と
す
る
地
帯
に
姶
め
て
民
族
交
化
の
兆
が
 

見
え
始
め
、
森
林
保
護
の
思
想
が
生
れ
て
 

来
た
と
云
う
事
で
す
。
 

併
し
そ
れ
以
前
の
神
話
時
代
に
素
震
鳴
尊
 

が
「
杉
」
や
「
く
す
」
を
造
船
材
料
と
し
 

「
ひ
の
き
」
を
宮
殿
材
料
に
、
 
「
ま
き
」
 

を
棺
桶
材
料
と
し
て
植
林
し
た
と
云
う
事
 

が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

併
し
乍
ら
神
話
で
す
か
ら
、
今
の
様
な
植
 

林
で
は
な
く
、
尊
は
「
朝
鮮
に
は
金
銀
が
 

あ
る
が
、
こ
れ
を
わ
が
国
に
も
っ
て
来
る
 

に
は
船
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
云
は
 

れ
て
、
ピ
ゲ
を
抜
い
て
散
ら
す
と
そ
れ
が
 

「
杉
」
に
な
り
、
胸
毛
を
抜
き
散
ら
す
と
 

「
松
」
に
な
り
、
尻
の
毛
は
「
ま
き
」
に
 

眉
毛
は
「
く
す
」
と
な
っ
た
と
、
そ
し
て
 

そ
の
場
で
そ
れ
ら
の
樹
木
の
用
途
を
定
め
 

ら
れ
た
相
で
す
。
 

ま
た
尊
の
御
子
五
十
猛
尊
は
新
羅
の
国
え
 

天
降
ら
れ
た
時
に
非
常
に
た
く
さ
ん
の
種
 

ユ
を
持
っ
て
下
ら
れ
た
が
、
新
羅
の
国
に
 

は
植
え
な
い
で
、
日
本
に
持
ち
帰
り
九
州
 

か
ら
始
め
て
日
本
全
国
に
植
え
た
と
云
う
 

事
で
す
。
 

こ
う
云
う
神
話
は
そ
の
ま
、
歴
史
的
な
事
 

実
と
し
て
受
取
る
事
は
危
険
だ
が
、
造
林
 

の
元
祖
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
ま
す
。
 

八
月
農
事
メ
モ
 

水
稲
 
追
肥
井
八
月
中
旬
頃
（
出
穂
一
一
 

十
五
日
前
）
稲
の
葉
が
淡
緑
色
に
な
っ
た
 

も
の
に
は
、
反
当
硫
安
一
ー
二
貫
が
尿
素
 

四
五
〇
匁
k
九
〇
〇
匁
と
塩
化
加
里
一
ー
 

二
貫
を
施
用
す
る
。
又
、
八
月
中
旬
頃
葉
 

色
が
よ
く
て
、
追
肥
し
な
か
っ
た
も
の
で
 

も
八
月
下
旬
九
月
上
旬
に
淡
緑
色
に
な
っ
 

た
ら
、
反
当
硫
安
一
貫
内
外
と
塩
化
加
里
 

一
貫
位
を
施
用
す
る
．
 

病
害
虫
廿
ニ
化
堪
虫
に
対
し
て
は
八
月
 

下
旬
ー
九
月
上
旬
（
予
察
燈
の
調
査
に
よ
 

っ
て
、
村
の
病
害
虫
防
除
推
進
本
部
よ
り
 

通
知
す
る
）
に
パ
ラ
チ
オ
ン
剤
を
撒
布
す
 

る
。
イ
モ
チ
病
に
対
し
て
は
、
フ
ェ
ニ
ル
 

塩
化
水
銀
を
主
剤
と
せ
る
粉
剤
（
セ
レ
サ
 

ン
石
灰
等
）
又
は
銅
水
銀
剤
の
水
溶
液
を
 

撒
布
す
る
。
 

潅
排
水
I
八
月
の
上
旬
に
足
跡
の
深
＜
 

つ
か
ぬ
程
度
に
土
「
塑
十
し
を
し
て
か
ら
、
 

以
後
は
常
に
潅
水
す
る
。
落
水
す
る
と
煤
 

虫
や
イ
モ
チ
病
の
被
害
が
大
き
く
な
る
の
 

で
注
意
す
る
こ
と
。
 

疏
菜
白
菜
廿
阜
生
種
は
八
月
中
、
下
旬
 

に
播
種
し
、
普
通
種
は
九
月
上
旬
に
播
種
 

し
て
バ
イ
ラ
ス
病
の
被
害
を
防
ぐ
こ
と
。
 

長

尾

普

及

員

 

，
、
ノ
曳
ノ
、
f
、
J
、J
く
‘
“
く
」
ク
、
J
、
ノ
、
ノ
A
ソ
低
，
 

一
六
月
購
入
図
書
一
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図
 
書
 
名
 

昭

和

文

学

全

集

 37
 

農

業

図

説

大

系

4

 

現

代

随

想

全

集

 18 

現
代
世
界
文
学
全
集
7
 

人
 
口
 
と
 
民
 
族
 

現
代
日
本
交
学
全
集
 43 

現
代
世
界
美
術
全
集
8
 

日
本
文
化
財
写
宜
集
4
 

歴
 
史
 
の
 
見
 
方
 

大
東
亜
戦
争
写
真
史
ー
 

奈
 

良
 

朝
 

住
み
よ
い
家
の
新
築
集
 

安
 
寿

と

厨

子

主

 

し
 
ら
 
ゆ
 
き
 
姫
 

水

戸

黄

門

漫

遊

記

 

紅
 

は
 

こ
 

ぺ
 

か
た
p
g
、
む
 

ィ

ソ

ッ

プ

 
物

語

 

中

島

 
菊

夫

 
左
 

甚
 

五
 

郎
 

志

賀

 
直

哉

 
現
代
日
本
文
学
全
集
 20 

響
離
酢
昭
和
文
学
全
集
昭
 

岡
田
米
夫
編
 
伊
、
勢
 

神
 

宮
 

和
 
由
 

伝
 
一一 

宮
 

尊
 

徳
 

山

岡

 
荘

八

 徳
 

川
 

家
 
康
4
 

古

谷

 
綱

曳

 母
 
の
 
生
 
き
 
方
 

吉

川

 
英

治

 折
 

大
 

の
 

記
 

橋
本
一
一
一
八
 
九
 
州
 
の
 
山
 
旅
 

渡

辺

辰

雄

編

 
ア
ル
ス
写
真
講
座
3
 

野
大
山
光
金
 
新
し
い
農
薬
の
使
い
方
 

玉

川

 
一
郎
 
話

の

 
ア
。
ハ
 
ー

ト

 

図
書
舘
休
舘
日
の
 

変
更
に
つ
い
で
 

記
 

土
曜
日
、
日
曜
日
は
午
後
迄
開
館
 

月
曜
日
午
後
か
ら
休
館
 

火
曜
日
休
館
 

分類別 男I 女~ 計 Iー日平均 

総 記 

哲 学 

歴 史 
社会科学 

自然科学 
工 業 
産 業 

芸 術 
語 学 
文 学 

計 

27

10

0412

13009

~
2354
593 

80152132841~28~153~1856 m5 
22
5 

4
4
 

48 
1
3
 

4
7
~
 1
8
 

55
5 

44
9 

2

2

 91 

8
 16 

3

5

8

7

2

 

4

0

8

I

0

0

~
 18 

~
 22 

58 

六月分閲覧統計 開館日数25日 

一職 
公
 

の
 

計
 

官

炭

農

商

学

生

児

其

無

 

L
 
B
 

。
‘
1
4
4
1
8
8
1
 

和
 97
 

娼
四
引
加
防
貿
瑠
 

加

 46 

0
0
0

刀
如
娼
 12 

n

籾
 

男

 51 

娼
切
3

認
鰯
 81 

15 

9
卿
 

別

吏

噴

業

業

生

徒

童

他

職

 


